Chiba University Open Lecture  Competence of management in nursing practice by 千葉大学看護学部公開講座運営委員会 et al.
千葉大学看護学部紀要　第26号
〔実践報告〕
平成15年度千葉大学公開講座「看護におけるマネジメントカ」
千葉大学看護学部公開講座運営委員会（本田彰子，太田節子，田中裕二，赤沼智子）
　　　　　手島　　恵1　本田　彰子2　永野みどり1　荻野　　雅3
Chiba　University　Open　Lecture‘‘Competence　of　management　in　nursing　practice”
　　　　Steering　Committee　of　Open　Lect皿re　in　School　of　Nursing
（Akiko　HONDA，　Sethuko　OHTA，　Yuji　TANAKA　，To皿oko　AKANUMA）
Meg咀mi　TESHIMAi，　Akiko　HONDA2，　Midori　NAGANO’，　Masa　OG］NO3
公開講座の主旨
　　少子高齢化社会における看護への期待にこたえるには，教育・実践・研究のいずれの分野でも
　高いマネジメントカを発揮する必要がある．すなわち，ケアの資源の一つとして，各々の看護
　チームや施設・機関が連携してシステムを確立し，ケアをマネジメントする力を高める必要があ
　る．また，システム全体の成果を上げるために，システムの要素としての個人及び機開の自己教
　育力を高める必要がある．しかし，教育・実践・研究の現状は，各専門分野の追求が進む一方，
　統合した成畢を導くための試みはまだ少ない．
　　看護学部は，安心してケアが受けられる社会の実現に向けて，看護の力を十分発揮できる専門
　職の学習に貢献するよう，今まで「介護の質を高める技術と信頼」「看護の連携・継続・システ
　ム化」というテーマで，公開講座を開いてきた．今年度は，ケアをマネジメントする力を高める
　というテーマで，専門職への学習機会の提供を計画した．
　　看護におけるマネジメントカに関して，看護管理学の視点でシステムの確立を中心とした概論
　的な講義を最初に行い，続いて専門職としてマネジメントを期待されている領域で，どのように
　そのマネジメントを行っているのか，そして，どんな課題があるのかということを概説する講義
　プログラムを組んだ．看護職者が運営管理する訪問看護ステーションにおいて，制度の改革等の
　影響に対してどのように対処しているのかということ，診療報酬の改定の影響を受け組織内での
　ケアの体制を褥創専門看護師がどのように作り上．げていくのかということ，そして，CNSとして
　どのような形で実践の場での期待に応えて，臨床看護の質の向上に取り組んでいるのかというこ
　とについて，実践例を交えた講義，その後の討議を計画した・
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　また，この公開諦座は，看護職への学習機会の提供ということであるため，千葉県看護協会お
よび千葉県の後援をうけ実施した．
公開講座の実施
　　平成15年10月25日に，亥鼻キャンパス看護学部第一講義室で行った．
　　千葉県内および近隣都県の中規模以上の医療施設を中心に広報活動を行い，60名定員で募集し
　たところ，100名以上の希望者を得て，当日は83名の看護職者が参加した．マネジメントを公開
　講座のテーマにしているので，多くは病院の看護管理者であった．
　　避去の公開講座では手元に残る資料を希望される受講生が多かったことから，今回の公開講座
　資料では，講義内容を今後も資料として活用できるように，詳しくわかりやすい物となるように
　準備し，当日受講生に配布した．各講師とも工夫を凝らし，当日のスライド等や資料文献を加え
　ていた．
　　講義開始前に学部長より，現在の看謹職者に期待されているマネジメントカ，本公開講座の申
　で期待する学びについての話があり，続いて下記のそれぞれのテーマでの講義を行った．講義終
　了後，講義進行と並行して受け付けていた質間に対して，各講師からの返答および追加発言が
　あった．
看護の成果を高めるシステムの確立とマネジメントカ 手島　恵
診療報酬改定から見たケァマネジメントと訪問看護の課題 本田　彰子
褥創対策におけるチーム活動と教育 永野みどり
医療機関におけるCNSのポジショニング：精神看護の立場から荻野　雅
それぞれの講義の内容に閏しては，下記にその概要をまとめる．
看護の成果を高めるシステムの確立とマネジメン　　　社会意識，経済情勢，労働市場，法的規制，労働
ト力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合，技術的進歩，競合企業／業界動向の7つが
手島　恵（看護学研究科病院看護システム管理学）　　あるといわれている．
　看護の成果を高めるために，看護サービスを提　　　　たとえば，社会意識については，仕事に対する
供する看護専門職者を人的資源としてどのように　　　意識が終身雇用から変化し，ある程度臨床で経験
管理するかについて，サービスマネジメントの視　　　をつんだ後は自分の専門性を開発することを目的
点から論じる．　　　　　　　　　　　　　　　とした転職をする入たちが増えてきている．また，
　サービス・マネジメントにおいて，質の高い　　　仕事に対する社会の意識が，介護や育児とバラン
サービスを提供できる人材は財産だといわれてい　　　スをとりながら仕事を行うことに変わりつつある．
る、患者の満足を中心理念にすえた経営を行う上　　　今後はこのような仕事に対する考え方の変化に対
で重要なことは，理念に述べられているサービス　　　応した既卒者採用，通年採用などの柔軟な採用形
が実践できる職員を採用することである．適切な　　　態が求められる．労働市場の最近の変化としては，
資質を持った人材を採用するためには，採用時の　　　人材の変化，すなわち大卒看護師の増加や，認定
面接はサービスの質について熟知しかつ実践して　　　看護師や専門看護師という特定領域の実践に卓越
いる人物が行う必要がある．そして，採用した人　　　した人材の輩出．労働市場を構成する人員が望む
物が資質を伸ばすことができるような教育・研修　　　雇用形態の変化，すなわち変化が挙げられる．看
を実施し，さらに継続して評価や報酬などによっ　　　護i師の労働市場での需給バランスは，2005年末に
て動機づけを行い，組織への定着率をあげること　　　は不足から均衡状態になることを厚生労働省は見
によって患者満足の高いサービスが安定して提供　　　込んでいる．これまでは採用希望者の売り手市場
できるようになり組織が発展する．　　　　　　　　だったのが，これからは経営戦略にあった適切な
　しかし現状では，多くの組織において組織理念，　　人材を選んで採用できる時代に入っていくと考え
事業計画と人的資源管理のプロセスが統合されて　　　られる．また，今後は少子高齢化社会の影響を看
おらず，そのため成果に影響が生じている．人・　　　護職の労働市場がどのように受けるのかも検討し
組織に大きな影響を与える組織の外部要因として，　　ていく必要があるだろう．
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　看護の成果を高めるためには，質の高いサービ　　　利用者が増えると考えられるが，それに伴い医療
スを提供する人的資源を効果的に管理する必要が　　　施設との連携を十分とる必要がある．特に医療材
ある．そのためには，上記のような諸要因を検討　　　料，衛生材料等，利用者の経済的負担となりやす
し，変化する時代の価値に対応し，かつ組織の　　　い点に関しては，施設との連携をとることによリ
ニーズにあった独自の対策を検討して人的資源管　　　安心して療養を続けられる環境を作り出すことが
理のシステムを作ることが求められる．　　　　　　　できる．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．在宅医療の現状の変化とそれにより生じた課
診療報酬改定から見たケアマネジメントと訪問看　　　　題
護の課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在宅における点滴静脈注射の実施からの影響：
本田彰子（看護学部附属看護実践研究指導セン　　　治療として実施するに当たり，薬液，衛生材料等
　　　　ター）　　　　　　　　　　　　　　　　　の確保や実施に関わる責任の問題等があり，医療
1．診療報酬・介護報酬の改定について　　　　　　提供システムや法的整備が必要である．ALS患
　平成15年度介護報酬の見直しは，介護サービス　　　者の家族以外の吸引からの影響：吸引処置に関連
の必要の増大及びこれに伴う保険財政への影響や，　　して，適切な医療体制を作るための指導やマネジ
賃金物価の下落傾向，事業所の経営状態などから，　　メントに対する責任と経済性の確保を検討する必
保険料上昇を抑制させる目的で行われた．財源の　　　要がある．
有効活用のため，効率化・適正化を行った結果，
在宅介護サービスに重点を置いたが，訪問看護は　　　　　　褥瘡対策におけるチーム活動と教育
緊急時訪問看護加算の見直し等により4．0％の減　　　永野みどり（看護学研究科病院看護システム管理
となる改定となった．また，居宅介護支援に関し　　　　　　　　学）
ては，利用者の要介護度による評価は廃止され，　　　　最近の調査によると，本邦では在宅訪問看護の
一律850単位／月となったものの，運営基準の見直　　　対象者の7～15％，入院患者の4～8％に褥癒が
しで，業務量の増加となり，他事業との兼務が困　　　あると報告されており，古くから現在に至るまで，
難な状況になってしまった．診療報酬に関しても，　　褥瘡は医療の大きな課題であり続けている．褥瘡
同様にマイナス改定であるが，医療費の3割負担　　　ケアに関する知識やケア方法は，経験的な知識か
という現状で，在宅医療を進めていく上で影響を　　　らエビデンスに基づいた知識やケァ方法に，大き
受けている，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く変わってきている．また，整備できない場合に
2．在宅療養におけるマネジメント上の現在の問　　　は，一人1日5点入院基本料から減算するという，
　題診療報酬の褥瘡対策未実施減算が適応された昨年　報酬改定が在宅療養に様々な影響を与えている　　　度（平成14年度）には，褥瘡対策においてかつて
が，その中で課題を明確にし，看護職としてでき　　　ない体制の推進が行われた．「日本褥癒学会渉
ることをあげる．①小規模経営だから見えてくる　　　外・保険委員会：褥瘡対策に関するアンケートの
課題：診療報酬・介護報酬の改定に向けて，実際　　　集計報告（481施設2003）」の報告によると，保険
看護がどのような働きをしていて，どれだけのコ　　　医療施設のほぼ100％が褥瘡対策の未実施減算に
ストが必要であるのかを明確に表すことが必要．　　　ともなう施設の対応を行っている・
規模の大きな施設看護では包括的に評価されてい　　　　筆者が実施した特定機能病院を対象とした調査
たが，どのような看護が健康状態の維持や悪化防　　　結果によると，以下の様な褥瘡対策の対応がされ
止に貢献しているのかがわかると，看護の評価の　　　ている．①皮膚科や形成外科などの医師，看護師
適正化につながる．②ケア全体の中での看護の役　　　長，ET／WOCナースが，チー一ムの中心的役割を
割から見えてくる課題：在院日数の短縮化により，　　果たしている．②多職種チームの責任者は医師で，
医療依存度の高い利用者やターミナル期の利用者　 半数以上が上部組織と下部組織を持っている・③
が増えると考えられるが，医療と福祉が連携して　　　会議や実態調査はほとんどの施設で行われ，専用
在宅ケアをマネジメントしていくとき，看誰職は　　　記録用紙・写真・評価ツール・ケア基準は大部分
双方の専門領域に関連する知見を多く有している　　　の施設で活用されている．④看護師は，情報の浸
ことから重要な位置にいる．多職種連携の中で医　　　透，知識の周知，物品管理などの役割を果たして
療的管理や保健指導的かかわりへの期待とその機　　　いる．⑤患者訪問，退院後のフォローの活動の内
能を十分果たすことが必要になる．③医療機関等　　　容は，施設によって格差が大きく，大部分の施設
との関連から見えてくる課題：医療処置が必要な　　　は必要とされる活動の一部にとどまっている・こ
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のような背景を踏まえ，筆者がケァを経験した多　　　術を身につけたスペシャリストである．
職種が関わると望ましいと考えられる3症例を提　　　　CNSのスペシャリストとしての知識・技術とは，
示し，褥瘡対策の多職種協働について考察した．　　　その専門領域の学問体系に基づいた看護学の知識
その結果，次の様な課題が挙げられる．1．職種　　　に加え医学的知識及び薬物の知識であり，アセス
の専門性理解の不足（何をお願い（期待）してよ　　　メント技術や医学的治療の代替方法であるケアア
いか分からない）2．セクショナリズム（他職種　　　ブローチに精通していることである．また多くの
を受入ない，依頼・情報提供に消極的）3．職種　　　場合，病院などの施設で働いているCNSは病棟に
間のコミュニケーションに不慣れ（経験の積み重　　　は所属せず，看護部長直属のスタッフとして配さ
ねと経路（方法）開発が不足）4．多職種による　　　れている．この知識とポジションの違いが，病棟
情報交換の機会がない（症例検討などによる，各　　　看護職者とCNSとの役割・機能の違いとなってい
職種の機能・役割の明確化や開発ができていな　　　ると考える．
い）5．援助の成果に対して，それぞれの職種の　　　　例えば，病棟看護職者は患者にとっていちばん
専門的な視点での評価がされていない（職種間相　　　身近な存在である．看護職者は全般的な知識と経
互の評価，診療報酬への反映など）　　　　　　　　験をもとに，患者個々の反応に熟知し，その患者
　以上のように，褥瘡対策に関してチームとして　　　に適した個別的なケアを提供する．一方CNSは患
十分機能しているとはいえない現状から，今後の　　　者と直接関わることさえ少ない遠い存在であり，
褥瘡対策の質の向上のためには，次の事柄の必要　　　その実践も専門領域の知識をエビデンスとしたも
性が考えられる．A．褥瘡ケアに関する基礎知識　　　のである．
の底上げ（教育）、B．褥瘡ケア（対策体制）の　　　　CNSは直接患者にケアを提供することもあるが，
評価，C．多職種の理解　　　　　　　　　　　　　むしろ，最前線でケアを提供している看護職者が
　褥瘡ケアに対する基礎知識の底上げ（看護師の　　　より質の高いケアを提供できるよう，横から支援
教育）の内容として，基礎教育においてはa．基　　　することがその活動の目的となる．昨今の社会の
礎知識（解剖学，組織学，生理学，病理学，薬理　　　医療への高い関心や期待を背景に，看護職者は看
学，物理学），b．看護技術（体位支持，体位変　　　護の対象者により質の高い看護を効率よく提供す
換，移動，スキンケァ，洗浄と消毒，失禁ケァ，　　　るという課題を担っている．そして，その責任が
体圧分散寝具・器具，ドレッシング），c．多職　　　一番重くのしかかっているのが，実際に日々のケ
種の理解，が考えられる．また，．卒後教育におい　　　アを提供している施設や地域で働く看護職者なの
ては，ア）施設の理念における褥瘡対策の位置づ　　　である．CNSはその看護職者がその責任を果たせ
けの明確化，イ）該当施設における褥瘡ケアのス　　　るために支援を提供する．
タンダードの浸透，ウ）複雑な症例における効果
的な多職種協働に閨する検討，などが必要と推察　　　　　　　　公開講座の今後の方向性
できる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本公開講座の講義の中で，看謹管理全般に関連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　する講義は「看護の成果を高めるシステムの確立
医療機関におけるCNSのポジショニング：精神　　　とマネジメントカ」であり，他は訪問看護・褥創
看護の立場から　　　　　　　　　　　　　　　　　対策・CNSに関連した専門が特定されているマネ
　荻野　雅（看護学部精神看護学教育研究分野）　　ジメントの講義であった．アンケートの結果から
　より質の高い看護を提供するために，CNSをど　　　看護管理全般に関連する講義に対する受講生の関
のようにマネジメントするかということを考える　　　心と満足度は特に高かったことがわかるが，それ
素材として，筆者の精神病院でのCNSの体験から　　　は受講生の多くが看護管理職にあることが影響し
得た知見を述べる．　　　　　　　　　　　　　　　ていると考えられる．専門が特定されている講義
　CNSは看護職者の一形態であり，患者を全入的　　　の内容に関しては，関心や満足にぱらつきがあり，
にとらえ生活体という視点から関わるという点で　　　また，講義の質疑応答の内容が専門性に関連した
は，施設や地域で働く看護職者と変わりはない．　　　マネジメントというものが少なかったので，必ず
しかし病棟などで働く看護職者を看護学の基礎的　　　しも受講生全員のニーズに全面的に合うものとは
知識や入間に関する幅広い知識をもとに，対象者　　　ならなかったと言える．しかし，本公開講座に関
を様々な視点から理解し，総合的な判断をもとに　　　しては，どのような内容で講義を行うかについて
実践するジェネラリストとすると，CNSはその専　　　事前に提示していたので，受講生からの公開講i座
門分野において深い知識を習得し，高度な実践技　　　全体に対する期待はずれの声を聞くことはなかっ
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た．対象者を看護職者とし，テーマをマネジメン　　　護学部としての何らかの貢献が望まれるであろう．
トということに絞ったことためであると考える．　　　　一方，看護学が大きく関わる医療，保健，福祉
　今回の公開講座のように，看護職者を対象とし，　　介護の領域では，社会情勢の変化から大きく影響
専門性を考慮したテーマでの講義では，受講生の　　　を受け，看護職者自身が管理運営に積極的に関わ
ニーズと公開講座開催側の提供する講義内容に大　　　る必要が出てきており，この状況に対応する能力
きなずれが生ずることがなく成果を上げることが　　　を付けるべく，看護専門職者の学習ニーズは高く
可能であると考えられる．しかし，現在の千葉大　　　なっているのも事実である．このことは，今回の
学公開講座の内容を見ると，専門職を対象にした　　　受講希望者が定員の2倍ほどとなったこと，管理
ものは少なく，一般市民に対する大学の教育を公　　　的な立場にある看護職者で多かったということが
開するという意味合いのものが多い．大学教育の　　　示しているものである．一般市民に対する教育の
公開性，一般市民の学習ニーズへの対応という点　　　開放とともに，このような看護職者の学習ニーズ
では，今後，看護学部としても公開講座に対する　　　への対応も望まれていると考えられる．
基本方針を検討する必要がある．特に，平成16年　　　　今後の看護学部公開講座としては，一般市民に
4月からの独立法人化ということは，大学の教育　　　対する看護学の公開と，専門職者の学習ニーズへ
をより公開し，地域に根ざした大学の存在を示し　　　の対応の2つをどのように扱うのかということの
ていくことが求められる．一般市民に対する，看　　　検討が必要であると考える．
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